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日本企業 

異文化都市、福岡の印象 
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１．インドの経済発展 

  

図表1.1 ＢＲＩＣｓ諸国の経済成長率 

 

(出所)International Monetary Fund, World Economic Outlook Database, April 2013 

 



２．インド社会の特殊性 

（１）多言語社会 

図1.4 人口の分布と密度   

 











図1.9 貧困の撲滅 

 





第二章 日本とインドの経済関係 

  

 





第三章 インドの投資環境 

  

 





都市インフラ 

重視で開発を推進 

 



道路・橋インフラ 

 



鉄道インフラ 

 



空港インフラ 

 



航空会社の状況 

港インフラ 

 



エネルギーインフラ 

 







２．生産コスト  

 



第四章 日本企業に求められ
るインド戦略  

 



















S 以下の調査結果は、日本国や日本人に対する
インド人のイメージを直接問うたものや他の
国や国民との比較で問うた質問への回答、あ
るいは日本についてのインド人の一般的な知
識を調べるための質問への回答である。 

 



（２）インド 首都デリーにお
いてのアンケート調査  

S  首都デリーにおいてインド人を対象に実施したアン
ケート調査は、日本人や日本企業についてであり、イン
ド企業や日本企業で働いているインドの人々や学生達は
日本についてどういうふうに感じ、考えているのか、こ
のアンケート調査から知ることができる。 

S アンケート回答者数、合計139名。その内訳は、大学生・
大学院生72名、インド企業・日本企業で働く者32名、日
本語を学んでいる学生35名である。 

 













S このアンケート調査の結果は、今後インドに進出する日本企業にとって大きな意味
を持つものだと思われる。 

S  今回、インドにおいて２種類のアンケート調査を実施した。１つ目はインドに以
前から進出している日本企業に対して、２つ目は、一般社会人および学生に対して
調査を行ったものである。この調査によると様々な事がはっきりと見えて来る。 

S  企業に対して行ったアンケート調査によると、インド国内で、どのような問題が
起こっているのか、また、どんなことに気をつけなければならないのか。インドの
マケートはどういう方向に向かって行っているのかが分かるだろう。 これからイ
ンドに進出を考えている日本企業にとって、このアンケートの調査結果は良いアド
バイスになると思われる。 

S  ２つ目の調査で、インドの人々が日本の国、日本人、日本製品などに対して、ど
のようなイメージを持っているのかが分かるだろう。また、この調査結果からイン
ドの人々が何に関心があり、何を求めているのかが分かるだろう。日本企業がイン
ドで生産・販売する際に、きっと役立つものだと思う。 

S   

 



結論 

 

S 日本企業の間でインド市場への関心が高まっている。２
０２５年までにインドの所得水準は現在の約３倍にな
り、世界第５位の消費市場に成長するとみられている。
２００５年に５％程度だった中間所得層の人口構成比
は、２０１５年に２０％、２０２５年には４０％に拡大
する見込みだ。２０３０年にはインドのＧＤＰ（国内総
生産）が世界第３位になるとの予測もある。もう一度、
第一章の収入別世帯数の図表を、中間層に着目して簡単
な表にしてみよう。論点を明確にするために、収入金額
20万以上～50万ルピー未満の中間層を第一次中間層、同
50以上～100万ルピー未満の中間層を第二次中間層と表
示するのである。 

 





S 表からうかがわれることは、収入９万ルピー未満の貧困
層世帯が急速に所得を増やし、収入が20万ルピー未満の

新中間層に移行していることである。しかし、同時に、
その新中間層も、更に速いスピードで収入50万ルピー未

満の第一次中間層に、その第一次中間層もまた所得を増
やして第二次中間層に移行して行くと考えられることで
ある。 

 


